
【研究ノート】

Kwakiutl語における生成音韻論の諸問題

中 井 悟

現在，生成音韻論には解決しなければならない数多くの理論的問題があ

るが，それらの問題の解決のためには，できるだけ多くの資料にあたって

みる必要がある 本論文もそうした試みのーっとして， 生成音韻論上の

二つの問題を， Kwakiutl語の資料を使って論じたものである 2.3.4

I 

現在の生成音韻論の諸問題の一つに，形態規則 (morphologicalrule) 

をどこで適用するかとL、ぅ問題がある形態論 (morphology)は語業目

録 (lexicon)の問題なのか，あるいは音韻部門 (phonologicalcomponent) 

の問題なのか. 本節では， Kwakiutl語における形態論と音韻論の相互関

係を調べ，形態規則は音韻規則よりも先に適用されるべきであるという主

張を支持する.

本来ならば Kwakiutl語の全ての形態規則と音韻規則について調べるべ

きであるが，そのスペースもないので，形態規則の代表例として Softening

と Hardeningを，音韻規則の代表例として強勢配置規則 (StressAssign-

ment Rule) と単母音化規則 (MonophthongizationRule)をとりあげ，

これらの規則の聞の適用順序を調べることにする.

規則の適用順序を論じる前に，規則そのものを紹介しなければならない.

Softeningとは， 語幹 (stem)や接尾辞 (su伍x)の最後の子音が， 後に

続くある種の接尾辞 (Softeningsu伍x と呼び，接屠辞の前の=で示す)

によって r有声化 (sonantize)Jされる現象である8.7 例えば，
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s;:)k'-=an;:)ffi → s;:)g"如 ;:)ffi ‘obtainedby spearing 

n;:)q-=nus-=i'l.→ n;:)g;:)nudzi1 'straight side of ruler' 

ねが語幹と接尾辞の聞に挿入されている〉
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Hardeningとは， Hardening Su伍x(!によって示す〉によって，語幹

や接尾辞の最後の子音が，声門化 (glottalize)される現象である.例えば，

u;;:)t-!ar → isatar ‘easily spilitting' 

n;:)naq-=as-!;:)ffi → n9nagahm ‘real bucket' 

Softeningと Hardeningによる語末子音の変化を次の表で示す

Terminal Consonant Hardening Softening 

Vo(iacsepleirsas teSdt〉ops glottalized “voiced" 
( unaspirated) 

Sonorants: 

m 立1 :th 
9 ， 

n n n 

， 
y y y 

ヲ

w w w 

Spirants: 

s ts or y dz or y 
， 

X" n n 

XW/XW w w 
ヲ

x エ x 

士

Bach (1975)の強勢配置規則は次のようである. 公式と実例をあげて

おし

Basic Stress Rule 

Stress the五rstsyllable with a long vowel or a vowel plus a 
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tautosyllabic resonant [m， n， 1， y， wJ; or if none， stress the last 

syllab1e. 

V 一一→〔十stress)j静静X一一一
riV l1 

where X does no生contain{L + longJ } 
1 VRC I 

ロdpa ‘to throw a round thing' 

babagwdm ‘bOY8' 

mるnza ‘to make kindling wood' 

単母音化 (Monophthongization) とは， Id+わたり音 (glide)Jを，

つの長母音に変える規則であり， Kwakiutl語では， 四つの単母音化の規

則が考えられるが， ここではそのうちの一つだ、けを紹介する.公式は次の

ょうである.

[「十判押州叫叫叫s勾刑刷帆山山y外州向州lla仙la凶aぬb
-一-consonantal 
一low
一long

If a， then b. 

一-syllabic
-consonantal 
+high 
aback 
a round 
j-spread glottis ¥ 
( +constricted 
-¥glottis j a 

ーー一-+

一十syllabic
一consonantal
+high 
a back 
由 round

-十long

この規則が言わんとするのは次のことである.

dy --> i/ー {s}
dW --> u/ _ {s} 
dy --> i'l/ー {s}
dW一色町-{s}

次に例をあげる.

長dy-=kW -→ tikw ‘a potlatch given' 

く川-{!}

(underlying form は向島=kw• Softeningで会dy-=kW となっている.) 

自dW-X'旦idー十→ ntxwid ‘to feign a motion' 
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規則の紹介はこれくらいにして， いよいよ本論に入ろう. まず Sof-

teningjHardeningと強勢配置規則の適用順序を調べてみる

g・dldz百d‘tocrawl onto a flat thing'の派生を考えてみよう， under-

lying formは g・dl司=dzu-dである 10 もし強勢配置規則が Softeningよ

り先に適用されると，派生は次のようになる.

g・d1-=dzu-d Underlying Form 

g・al・=dzu-d Stress Assignment 

百舌ldzud Softening 

強勢は規則に従って左から最初の VRCである dldzの 9 に落ちる.

次に Softeningによって iが声門化される.結果は非文法的である.従

って，強勢配置規則は Softeningの前に適用されるべきではない.

.次に， Softeningが強勢配置規則の前に適用されるとすると，派生は次

のようになる。

g'dl-開=dz包-d Ulηlderling Fo:仰r1ηf守z

g'冶叫dI-=d白z包圃d S.品o}β寺初enI1初n

g'、叫dIdz古d Stress Assi詰gnment

まず Softeningによって Iが声門化され lになる. この lは tauto-

syl1abic resonantではないので， dldzの 9 に強勢は落ちず，次の aに

落ちる(正確に言うと dwdのゆ.結果は正しい形である.

さらに， Softeningと強勢配置規則が同時に適用される場合を考えてみ

る.その派生は次のようになる.

g・dl・=dzu-d

1 Str闘 Assignment及び Softening

*g・aldzud
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強勢配置規則により， aldzという連鎖の 9 に強勢が落ち，同時に lは，

Softeningにより lに変わる.結果は正しくない形である.

以上の議論から， Softeningは強勢配置規則より先に適用されるべきで

あると結論する.

同じ要領で Softeningと単母音化規則の適用順序を調べてみよう. 次

にみるように， Softeningが先に適用される場合にのみ正しい形が得られ，

単母音化規則が先に適用される場合と， Softeningと単母音化規則が同時

に適用される場合には，正しくない結果が得られる 11

i主並こ竺旦二2童生

( a ) Softeningが単母音化に先行する場合

らws-=kw Underlying Form 

i:awyζl王 Softening

taway-=kw a-insertion 1 

faway-=kw Str・essAssignment 

i:awIkw Monoρhthongization 

(b) 単母音化が Softeningに先行する場合

taws-=kw Underlyi・'ngForm 

tus-=kw 

tuy-=kw 

*t古ykW

Monoρhthongization 

Softening 

Stress Assignment 

(c) 全ての規則が同時に適用される場合

taws-=kw 

↓ Softening，単母音化，強勢配置

*i古ykW

この場合も， 形態規則である Softeningが音韻規則である単母音化規
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則よりも先に適用されねばならないと結論できる.
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このようにして調べていくと， Kwakiutl語では，形態規則は音韻規則

よりも先に適用されねばならないことがわかる 12

この結論に対する一見反例らしきものが存在する.問題となる例は，円

唇化規則 (LabializationRule) と非円唇化規則 (DelabializationRule) 

が関係するものである.しかしそれらは全て説明可能である.

Boas (p. 214)によれば， Kwakiutl語では，円唇母音の後の k音は，

全て丸めを受けるという.例えば，

ug'iw-i 一一→-ugwiwi 'forehead' 

bu-x'旦id一一→ b-Uxwid ‘to leave' 

yu-xa 一一→ yU:xwa 'to say "you 

公式化すると次のようになる.

Labialialization " 

日i524-tZL]/Eround]-

非同唇化 (Delabialization)については Boas(p. 214)は， “the 

labialized palatals gW， kw， q;W preceding an 0， u C本論文では両方とも

U と表記Jbecome anterior palatals; g勺 qW，X四 underthe same con-

ditions lose their labialization "と， そして又， “the labialized su伍x

-k却 hasthe same effect"と言っている.例は次のようなものである.

mak"51a 'island' (くmakW
-)

1ixud 'to pull out long thing' (くlIxW
_)

maHgakw 'chewed' (くma1iqW圃〉

規則は次の式で表わされる.
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DelabializaJ;io括 J

[jFl一仁川]トC+ro吋

さて問題は，複数形の派生である. Kwakiutl語の複数形を作る方法の

一つに， 重複 (Reduplication)がある. これはもちろん形態規則である.

次に例を示す.

(同gyu

g-ug-gWgyu 

(k.古xWsignd

Ik"百k・gxWsignd

‘foot' 

p1. 

‘(pl.) t 0 break to pieces' 

9
-

・唱
A

9

一

m

・

唱

よ

、

4
J

m

w

 

門

o
g
-

W

W

9

 

。b・
F
b

・

'一u
'
一u

F
b

・
F
b

・

，Z1
1
4く
・
E
1』
札 ‘(p1.) face' 

問題は，上例で g.，k.， gが u の後ろにあるにもかかわらず丸めを

おびていないことである.これには四通りの説明が考えられる.

まず第一の方法は，円唇化規則を重複の前に適用することである.次に

派生を示す.

g.ugWgyu 

1 Labiali叫 on(g は aの後ろにないので適用されない〉

1 Reduplication 
g.古g・ggw吋u

g.は百の後ろにはないから円唇化規則の対象とならず，正しい形が得ら

れる

第二の方法は， 重複から弱母音化 (VowelWeakening)を分離し， 弱

母音化規則を非円唇化規則の後で適用する方法である 13 次に派生を示す.



g-ugW<lyu 

g-ug-ugW<lYu 

g"ugWugW<lyu 

g百g・ugW<lYu

g"ug・<lgW<lYu

Kwakiutl語における生成音韻論の諸問題 211 

Underlying Form 

Reduplication 

Lahialization 

Delahialization 

Vowel Weakening 

もともと弱母音化は重複に併なう過程であるから，弱母音化規則を非同

唇化規則の後で適用することは，形態規則を音韻規則の後に適用すること

を意味する.

第一・第二の方法では，形態規則が音韻規則の前に適用されるべきであ

るという主張は維持できない.

この主張を棄てないですむ解決法が二つある.その第ーは，非円唇化規

則を全体的規則 (globalrule) にすることである. つまり，円唇の k音

は， もし円唇母音，あるいは，かつて円唇であった母音の前にある時は，

唇の丸めを失うと考えるのである.この仮定のもとでの派生は次のように

なる.

g"ugW<lYu 

g・ug<lgW<lyu

g"ugW<lgw吋u

g'ug"<lgW<lYu 一ゆく

m

〆げ

哨

H

n

n
m
n
-
ω
 

g
.
z
・ω
ω

-m一
羽

a

b

か
わ
似
・
m凶

d

m
p
J叫
が

7

ゆ

め

ト

m
μ

U
I
M
μ
h
M
 

もう一つの方法は，語幹と重複部分との間に特別の境界 (boundarの

があり，その境界を越えては円唇化規則は適用できないと考える方法であ

る.今，その境界を仮に長で表わしておくと，派生は次のようになる 14

g"包gW<lyu

1 Reduplication (w凶 simultaneousvowel凶 lcti叫
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g"Ü\Ìもg・~gw~yu

↓Labializ山 n(れ適用されず)

g"üg・~gw吋u

以上回つの解決法のうちどれが最もよいか，今，ここでは決められない

が， もし後の二つの方法を採用すれば，形態規則が音韻規則の前に適用さ

れねばならないとする主張は，放棄しなくてもよいことになる 15

残念ながら，これで問題が解決したわけではない.さらに反例がある.

それは， dad開 TIXUf'only cedar withes being used' (underlying form 

は d~w司XW_=uり である. この例は， 次に見るように， 非円唇化規則が

Softeningより先に適用されれば正しく派生でき，従って，形態規則が音

韻規則より後で適用されることになる.

(a) 非円唇化規則が Softeningより先

m
 

r

t

 

p
m
m
u

・m

g
・1

ω

.

刀

向

・

況

か

h
M

一ω

ゲ

h
r
μ
A

d

v
仰

向

u
n
m
n
u
 

・中
AnM

胃
乍
A

f

=

u

 

な

丸

一

一

E

-

X

X

 

V

I

I

 

‘

x

w

w

 

-

1

9

9

 

w

d

d

 

9
-
a
-
a
 

唱

d

唱

d

可

G

Softening 

( b ) Softeningが非円唇化規則より先

d~wïxW圃=ur Underlying Form 

dlÏd~wïxW-=ur Reduplication 

dãd~wlw-=ur S，ザtening

*dãd~wlwur Delabialization (適用されず〉

ただし daddwlxur は反例でない可能性がある Boasは， 別の個所

(Boas (1921)) で，語末の x が丸められていない d~wïx という形を与

えている16 もし，こちらの方が正しい形だとすれば，派生は次のように

なり， 重複 Softeningという形態規則は， 音韻規則である非円唇化規
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則の前に適用することができる 17

ぬwix-=ut uηderlying Form 
dad;:)wix-=ut Reduplication 

Softening 

Delabialization 

dad;:)wixut SuヴaceForm 

私自身で現地調査をしたわけで、はないので， どちらの形が正しし、かここ

では断言できないが，形態規則は音韻規則に先行するとし寸主張を維持で

きる可能性は残されているわけである.

E 

第E節で扱う問題は， 境界 (boundary)である. 生成音韻論の問題の

一つに， どのような境界を設定すべきかというのがあるが， 本節では，

Kwakiutl語では， morpheme boundary (+)以外に， 重複でコピーさ

れた部分と語幹の聞に，特別の境界を設定しなければならないことを論じ

る18

さて， Kwakiutl語の強勢配置規則は次のようであった.

Stress the五rstsyllable with a long vowel or a vowel plus a 

tautosyllabic resonant; or if none， stress the last syllable. 

次の二例を比較してみよう.

'
1
 

・1
E
m

前

刃

g
・

0
民
ν

・
Q
d

自

3

0

γ

一

〆一

U

合同

‘surface' (単数形〉

(複数形〉

単数形の方には，規則通りに強勢があるが，複数形の方は，規則に従って

いないようにみえる.
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Bach (1975)は， 複数形の強勢を説明するために， 次の二つの仮説を

たてている.

1) 長母音は， f;:}+わたり音Jから派生される.

2) 複数形は，声門閉鎖を最初の音節の後に挿入することによって形

成され，その声門閉鎖は，前のわたり音に吸収される. (Glottal 

Stop Absorption) 

a旦sg;:}miの派生は次のようになる.

;:}wsg;:}m;:}y Underlying Form 

;:}w旦sg;:}m;:}y Plur・a1Formation ('l-insertion) 

;:}wsg;:}m;:}y Glottal Stop Absorption 

;:}wsg;:}m~y Stress Assignment 

百'lsg;:}mI Monophthongization 

包旦sg;:}miとL、う例に関するかぎり， Bachの仮説で説明がつく. しかし，

他の例を調べてみると，二つの仮説は矛盾しているようにみえる.

Boasによれば， 複数形をつくる方法のーっとして，声門閉鎖の挿入を

ともなう Reduplicationがある. この場合， 語幹の母音の種類に関係な

く，コピーされた部分の母音は 1である.例えば，

‘to decorate' 

(pl) 

(山la

pï2.p~nk・;:}la

‘to move belly out' 

(pl) 

‘point of land near village' 
¥
}
ノl
 

p
 

/
t

、、

上の三例の複数形を Bachのやり方で派生すると次のようになる.
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p;:)nk・;:)la am;:)wsa ;:)ywa Underlying Form 

p;:)y.'Lp;:)nk・;:)la ;:)y-日eam;:)wsa ;:)y.'L;:)ywa Plural Formation 

p;:)タp;:)nk";:)la 'ー ;:)yaywa 旦;:)yam;:)wsa 

p;:)会p~nk ・;:)la ;:)yiim;:)wsa ;:)ý~ywa Stress Assignment 

pï.'Lp~nk ・;:)la *;:)シamusa キ。シiwa Monophthongization 

まん中と右側の例では， 強勢は正しい母音におちているが ;:)y という

連続が子音の前にないので，単母音化規則が適用できず，まちがった形が

できている.

単母音化規則が適用されるためには ;:)yが子音の前に来るようにすれ

ばよい.そのためには声門閉鎖が前のわたり音に吸収されなければよいわ

けである.そこで声門閉鎖吸収がないと仮定してみると，派生は次のよう

になる.

p;:)nk・;:)la 五百l;:)wsa ;:)ywa Underlying Form 

pay-"-Nnko;:)la ;:)y.'Lam;:)wsa ;:)yi;:)ywa Plural Formation 

p~y.'Lp;:)nk ・;:)la ~yムY.ãm;:)wsa ~y旦;:)ywa Stress Assingnment 

*pi1p;:)nk";:)la *i旦ami1sa *i.'Liwa Monophthongization 

今度は，単母音化規則は適用できたが，強勢が正しい位置にない.強勢

を正しい母音におとすためには，声門閉鎖吸収規則を適用して，わたり音

を声門化しなくてはいけない.

ここでディレンマにおちいるわけである.単母音化規則が適用されるた

めには声門閉鎖は前のわたり音に吸収されてはいけないし強勢が正しい

母音の上におちるためには声門閉鎖は前のわたり音に吸収されねばならな

し、.

このディレンマを解決するために，まず複数形の生成で， コピーされた

部分の母音は， ;:)yでなく 1であると考えてみる，確かに，こうすれば，
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もともと Iであるから単母音化規則を適用する必要がなく，ディレンマに

おちいることもないわけである.ところが， この場合，強勢がなぜその Z

におちないのかの説明がつかない.なぜなら，強勢は最初の長母音におち

るはず、であるからである.

他の解決法は，コピーされた部分と語幹の聞に特別の境界があり，その

境界が単母音化規則が適用される環境となると仮定する方法である.つま

り， Id+わたり音」は，子音と替の前だけでなく，この境界の前でも単母

音化されると考えるのである.第 I節でやったように， この境界をJもで表

わし今までの例を派生してみると，全て正しい形が得られる.

pdnk・dla amdwsa ;}ywa Underlying Form 

P;}y.'l.，jもp;}nk;}la ;}y.'l.手も品ffi;}WSa ;}y'!.，jも;}ywaPlural Formation 

p;}合兵p;}nk;}la 9ま，*am;}wsa 9シJも;}ywa .'I.-Absorption 

p<lシJもpgnk;}la 9合手話m;}wsa 9タ，*gywa Stress Assignment19 

pi.'l.，jむpgnk・;}la i'!.，j話musa i.'l.，jるiwa Monophthongization 

pi旦pgnk・;}la i.'lamusa i.2Ywa Suヴace品rm

従って， Kwakiutl語では， morpheme boundary以外に， コピーされ

た部分と語幹の間に特別の境界を設定した方がよいことになる.

ついでに言うと，このおで表わした境界は，語幹と接尾辞の聞には存在

しない.次の例でそれを証明できる.

ts;}y-!a -→ tsats;}ya 'to draw water' 

自;}w-!a一一→企4会;}wa ‘to aim' 

もしJもが語幹と接尾辞の間にあれば， Cyと 31irは， 単母音化規則によ

って， i.?とu2に変えられるはずである.実際は，変化しないのであるか

ら，手もは存在しないことになる.

以上の議論をまとめると，Kwakiutl語の語の内部構造は，次のようになる.
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制重重盃|品監査1+医霊童1+匿亘歪1+…事

結 論

本論文では，現在の生成音韻論上の二つの理論的問題をとりあげ， Kwa-

kiutl語では， それらの問題がどのように解決されるかをみた.言語学上

の理論上の問題の解決のための一つの方法は，多くの資料にあたることで

あり，その点で，本論文が，わずかでも貢献できれば幸いである.

託

1 本論文で扱う問題を含めて，最近の生成音頭論の理論上の諸問題については，

Daniel A. Dinnsen (ed.)， Curr・entApproaches to Phonological Theory (Bloom圃

ington and London: lndiana University Press， cl979)や MichaelKenstowicz 

and Charles Kisseberth， Topics初 PhonologicalTheory (New York: Academic 

Press， c1977)等を参照.

2.本論文で使用する資料は，全て FranzBoas， "Kwakiutl Grammar with a 

Glossary of the Su伍xes." Edited by Helene Boas Yampolsky， with the 

collaboration of Zellig S. Harris.刀-ansactionsof the American Philosophical 

Society (New Series; Philadelphia: The American Phi1osophical Society， 1947)， 

Vol. 37， Part 3， pp. 200-377.による.以下Boasからの引用と言えば，特に

述べない限り，全てのこの研究からである.

3 Kwakiutl族は， カナダのブリティッシュ@コロンビアに住むインディアンで

ある.Boasは次のように紹介している.

The Kwakiutl inhabit the coasts of Queen Charlott巴 Sound，British Colum-

bia. Their territory extends a little farther south to the Gulf of Georgia and 

west to the most northern part of th巴 WestCoast of Vancouver lsland. (p. 

205) 

4 本論文で使用する発音表記については， Appendix A で解説してある.

5 本論文で形態規則という時は，形態論上の情報をその中に含む規則をさす.

6 Boasは， “Su伍xesending in ∞nsonants are not a妊巴ctedby following 

weakening [softening] or hardening suf五xes"(p. 226) と言っているが9 こ

れは Boasの勘ちがいである.接尾辞の語末子音も Soft巴ningや Hardeningの
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対象となっている例が多くある.

7 Boasの説に従えば有声化であるが，正確に言うと， 有声化ではなく無気化

(deaspiration)である.詳細については AppendixBを参照.

8 Softening su伍z と Hardeningsuf百五の他は lndi妊er巴ntsu伍x(ーで示す〉

と呼ばれる.この種の接尾辞は何の変化ももたらさない.

9 g'aldz剖の派生を使った議論は Bach(1975)に基づく.

10 u は awと表わすべきであるが，ここでは 2 としておく.

11 a.insertion 1とは， aを子音とわたり音の聞に挿入する規則である.

12 Kwakiutl語のその他の規則の適用順序の議論については Satoru Nakai， 

“Fragmentary Studies in Morpho1ogy and Phono1ogy in Kwakiutl，" (unpub. 

1ished pap巴r;University of Massachusetts， 1976).を参照.

13 最初にあげた例では， 重複 (Redup1ication)は， 語幹の最初の子音十母音を

コピーすると同時に，語幹の母音を aに弱めると考えている. これを弱母音化

(Vowe1 Weakening) と呼ぶ.

14 この境界は静かもしれないが，この論文では品で表わしておく.

15 第E節で特別の境界の必要性を主張しているので，第四番目の解決法をとらね

ばならない可能性が強い.

16 Franz Boas， Thirty品 ifthAnn附 1Rφort 01 the Bur・eau01 American 

Ethnology to the Secretary 01 the Smithonian Institutioπ1913-1914. Part 2. 

(Washington: Government Printing 0伍ce，1921)， pp. 1389-1469. 

17 この点は， D巴irdreWhee1erが私に指摘してくれた.

18 私の知るかぎりでは， E1isabeth Se1kirkが境界の問題を特に研究している.

19 もちろん強勢配置規則は，おをその環境に含むように改訂されねばならない.

多分次のようになるであろう.

V ー→ C+str白 s)/料 X一一一一

( iV l1 
Condition: J L +10時 J1 

X does not contain 1 T7~ r <;1 
し山 w I VR~訓 i

他の規則も，.(jもを含むように改訂しなくてはならないし，又，全ての規則をjこの

おを無視して適用できる規則とできない規則に分類しなくてlまいけない.
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Appendix A 

Phonetic Symbols 

cJ 
dLU 

#ι d
 

nι
 r

 y
 

A
 

M

品
ば

凶

4

9

u

.

，
 

m
欣
4

g
n
u
-
vぺ

叩

&

C
 

uvular 

qW q 

velar 

kW k 

palatal 

'
E
 

alveolar 

t8 士

labial 

p 

qW 

W g 

q 

g 

kW 

w g g 

k' 

g-

え

d di I. 

t t8 p 

b 

voiceles8 
(aspirated) 
voicele8s 
(glottalized) 

“voiced" 
(unaspirated) 
glottal 8top (呈〉

Spirants 

xw x W 
X . X . X' s 

Sonorants 

， 
n 

みム

'
1
1

曹

i

， 
m 

n 立1

，y
，w
 

y 

w
h
h
-

Glides 

back 

百

3 

central front 

E 

位
ぺ
M

W

M

m

h

 

Vowels 

a 

Boasのものと異なるのは， (うえんん呈， E， 5， <l)である.母音は， .<lと五以

外は全て長音である. Boas t司会勢をもっ fullvowelには長音符号 (macron)

をつけていいる.その他の場合は長音符号をつけていない.本論文では，できる

だけ Boasが引用している形を使う.無声閉鎖音は有気音 (aspirateのであるが9

引用例では特にそのことを示さない.又，語頭母音の前や，連続する母音の間に

は声門閉鎖 (glottal8top)があるが， それも引用例では示さない.t， In， 1， h， 

は鳴音 (sonorant)ではないが，便宜上，鳴音の項に分類してある.

a 
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本論文ではBach(1975)の仮説に従い， Kwakiutl語の長母音は， a以外全て，

「百十わたり音 (g1ide)Jから派生されると考える. (亙も百十hより派生される

とする考え方もあるが，その説は，ここでは採用しない.)深層の l<l十わたり音」

と表層の長母音の対応は，次に示すようになっている.

Und巴rlyingSequence 

<ly 

Surface Long V owel 

ー今 1 

一+色
w
-一a
-
a
-
q

g

g
一

割

E

一→ E

一→ 3

一今 E

aw 一→ 3

Appendix B 

Softening and Hardening in Kwakiutl 

Appendix Bのテーマは， Softeningと Hardeningが， 一体どういう現象な

のかを調べることである.

Boas は Softening は有芦化(sonantizing) であり Hardening は声門化

(glottalizing)であると言っているが Sapirは異なった意見を表現している.

Sapir (Edward Sapir，“ Glotta1ized Continuants in Navaho， Nootka， and Kwa-

kiutl，" Language No. 14 (1938)， p. 257)は，次のように言っている.

， Hardening' is not a process opposed to ‘softening'， as originally 

conceived by Boas for Kwakiutl， but a ‘glotta1ized softening ヘ‘Lenition'

(due to former -hー?)and 'glottalized lenition' (due to former -2hー?)

would seem to be the linguistically preferable terms. 

Sapirによれば， Kwakiutl語の子音は，次の三種類に分類できる.

intermediate or voiceless lenis (例えば b)

aspirated voiceless fortis (例えば p)

glotta1ized (例えばお

Sapirの言うように， 無気閉鎖音 (unaspiratedstop. b， d， g等〉が有声でな

く，無声であるとするなら， 少なくとも， 閉鎖音に関する限り Hardeningと

Softeningは互いに無関係な独立した現象ではなく Hardeningは Glottalized

Softening，であると説明できる.それには二つの理由がある.

第一の理由は，ふinsertionという現象である.Boasは，“ voicedstops when 
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glottalized or sonantized strengthen the terminal voicing so that it becomes 

a." (p. 212) と言っている.例えば，

w;Jd.=abuー→、;{r;Jdaabu‘‘itis cold underneath' 

m;Jndz.!aー→ mam;Jndzaa ‘totry to make kindling wood ' 

この現象を'ふinsertionと呼んでおし

Boasは， このみins巴rtionが glottalizedconsonantに関しても同じように

起ると言っている. Boasは， “all glottalized consonants when glottalized or 

sonantized strengthen the terminal glottal release so that it becomes a." (p. 

212)と述べている.次に例jをあげる.

X;Jk'，ニasー→ X;Jk泊 s . plac巴 ofstaying away' 

x;Jk'.!a 一一→ xaxakaa'to try to stay away' 

(Boasは x;Jk.!a という形を与えているが， これはミスプリントであると

思われる.) 

従って， このみinsertionに関しては， “voiced" stopsと glottalizedstops 

は，同じ行動をとることになる.Boas自身も次のように言っている.

Voiced and glottalized stops behave similarly in 80 far乱sthey cannot 

be followed by a suffix without having an ;} or a following， that is to 

say， the voicing respectively glottalization are continued as且 vocalic

vibration of the vocal ∞rds after the consonantic closure. It wi11 be 

shown later that the two groups behave in similar ways in many respects. 

The phonetic impression of the di妊erencebetween voiced and glottalized 

stop is much weaker than that between the strongly aspirate voiceless 

stop and either the::'voiced or glottalized sound. (p. 209) 

従って，みinsぽ tionという点からは Softeningと Hard巴ningを，互いに無

関係な現象とは考えない方がよいことになる.

第二の理由は Halleと Stevens(Morris Halle and K. N. Stevens，“A 

Not巴 onLaryngeal Features，" Quarterly Progress Report， No. 101 (1971)， 

pp. 198-213)が提唱する laryngealfeaturesによる子音の分析である.

Hal1eと Stevensは，有芦化 (voicing)，有気化 (aspiration)，声門化 (glot幽

talization)のしくみを音響音声学的に研究し，次の四つの普遍的弁別的特徴を提

案した.

(a) spr巴adglottis 
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(b) constricted glottis 

(c) sti笠 vocalcords 

(d) slack vocal cords 

そして， (司と(b)の弁別的特徴を使って，全ての子音を次の三つのグループに分

類した.

aspirated [+spread glottis， -constricted glottis] 

plain [-spread glottis，一∞nstrictedglottis] 

glottalized [-spread glottis， +constricted glottis] 

注目しなければならないのは，有気化 (aspiration)が C+spread glottis)，そ

して声門化 (glottaization)が C+ constricted glottis)に帰因させられているこ

とである.

上の三つのグループは C土stl笠 vocalωrds)と〔土slackvocal ωrds)とい

う弁)J1j的特徴によってさらにこまかく分類される.その最終的な分類が次の表で

ある.

Sti妊nessof Vocal Cords 

十stiff -sti妊 -stiff 
-slack -slack +slack 
(voic邑less) (intermediate) (voiced) 

+spread -cgtElod ttgis lot 
一∞，nstricted!l:lottis 
(aspirated) Sh 

CKwakiutl 
aspirated 
stops) 

-spread glottis ! p b b 
-constricted glottis s 

W〔K，wyakiutl 
z 

(plain) v仁ooricdeidnary 
“voiced" 
stops) stops) 

-8∞prnesatd ricgtelod ttis p 
+ constricted glottis " 
(glottaliz氾d)

w， y 

s 
仁Kwakiutl
glottalized 
stops) 

Sapirに従って Kwakiutl語の“ voiced"stopsが intermediateor voiceless 

lenisとしておくと， Softeningと Hardeningは，次のように公式化できる.
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Softening: 
r -spread glottis l 

[+spread glottisJ ー→ i-sti妊 voαr~~~dsI 
Hardening 

[十spreadglottisJ ----> [+誌記局11。ω
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上の公式をよく比較してみると Softeningと Hardeningが互いに無関係な

別個の現象でないことは明白である Softening も Hardening も 〔十spread

glottis)を C-spread glottis)に変えている.(“voic氾d"consonantsは仁-sti妊

vocal cords)であり， glottalized consonantsは〔十sti妊 vocalcords)であるが，

この点は， 今， 無視している.)有気化 (aspiration)が〔十spreadglottis)に

よることを考えれば， これは無気化 (deaspiration) と呼ぶべきものである.

Hardeningは， この無気化 (d巴aspiration)にp さらに声門化 (glotta1ization)

を余分に行うだけである. つまり C-constricted glottis)を C+constricted 

glottis)に変えるだけである. (声門化は〔十constrictedglottis)による.)従

って， Hardeningは， glottalized deaspirationであり， Softeningが deaspiration

であるから， Sapirが言うように Hardeningは， Glotta1iz巴dSofteningであ

る.このように， Softeningと Hardeningは， 決して，互いに無関係な別個の

現象ではない.
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